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   たしかに彼（「いい先生」：引用者注）は、子どもの「善さ」を育てるのですが、その「善さ」








   しかし、このことは、「文化」を単純に教え込むというようなこととも、最初から違っていま
す。この点が 1 図（表 1 を指す：引用者注）（手細工モデル→生産モデル）の場合とのちがいで
－ 228 － 
す。 
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 これら三つの対話的実践を軸とする「学び」を佐藤は次のようにまとめる23。 
























 以下は、算数科「分数」の授業である。この授業の主発問は「2 本のカステラを 3 人で分けます。
どう分けたらいいでしょう。」である26。 
「2 本のカステラを 3 人で分けると一人分はいくつになるか」。3 等分したのだから「3 分の 1」
なのに、一人分のカステラは「3 分の 2 切れ」である。この難問に子どもたちが必死に取り組んで考
えた解決は、「6 分の 2」という解答だった。なるほど、これなら 2 切れだと納得がいく。しかし、
「6 分の 2」という解決は共通でも、「3 分の 1」を併記したグループもあれば、「3 分の 2」を併記
したグループもあった。 
－ 231 － 
佐藤さん（授業者の佐藤敦子氏を指す：引用者注）は、黒板に掲示した 1 の棒の下に「3 分の 1」
の棒 3 本を示し、さらにその下に「6 分の 1」の棒 6 本を示した。そして、黒板の図に注意を喚起し
ながら、「一人分はいくつになるの、3 等分だから 3 分の 1 のはずなのに、なぜ 3 分の 2 切れなの」
と重ねて聞いている。ここでもつぶやきがさざなみのように広がるが、「1 本だと 3 分の 1 だから、
2 本なので 3 分の 1 と 3 分の 1 とで 3 分の 2」とか、「2 本を 6 つに分けて 2 つ分だから 6 分の 2」
という以上の意見は出てこない。 
 ここに、「教えること」のない「対話的実践」の限界が見られる。授業の導入部で、分数の基本的
な考え方を教えた上で、「2 本のカステラを 3 等分したら一人分はどうなるか」と問題解決へと移る
ことの方が自然であろう。以下はその後の展開である27。 
割合分数と量分数の区別が困難なら、一度は迷いに迷ったほうがいい。佐藤さんはそう判断した。
「2 本のカステラを 3 等分した一人分を分数で示すとどうなるのか」。正解は「3 分の 1」と「3 分
の 2 本」の 2 つである。しかし、子どもたちは、まだそこまで到達してはいない。 













































































   ・既習内容をもとに考えることを促しても、考えあぐねてしまう子が多い。 
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 「教えて考えさせる授業」の授業記録は見られないため、市川が TT で実践した指導略案を以下に
取り上げる43。この実践で市川は、「教えること」を学習者と対話しながら進めている44。 
教える 
●硬貨の模型を使いながら、2 けた÷1 けたのわり算の仕方を説明する。（3 人の子どもとの対話を
通して教師が演示する。） 
 ①6 円を 3 人で同じずつ分けると… 
  式で書くと 6÷3 
  答え    2 
  確かめ   2×3＝6 
 ②60 円を 3 人で同じずつ分けると… 
 ③69 円を 3 人で同じずつ分けると… ←前時の学習内容 
 ④72 円を 3 人で同じずつ分けると… ←本時の学習内容 
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表１ 




























































間 「ゴミと環境」「家」「下水道」 ― 
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